
内子町水道ビジョン・経営戦略(令和７年３月改訂版）概要

１．改定の趣旨と位置づけ

内子町水道事業は、昭和34年の供用開始以来、安心で安定した持続的な給水に努め
てきました。一方で、本事業を取り巻く環境は、人口減少や節水意識の向上や節水機
器の普及などを背景に、使用水量の減少に伴う給水収益の減少が見込まれています。
そうした中で、これまでに整備してきた施設及び管路は老朽化が進んでおり、大規模
な更新時期が到来するほか、災害人も安定的な給水を行うための施設水準の向上等に
向けた取組も求められています。
このため、「内子町水道ビジョン」に水道事業の理想像として掲げている「内子の

森の恵みの水 未来に届けよう（安心・安全・持続・環境）」の実現に向けて、中長
期的な経営の基本計画である「内子町水道ビジョン・経営戦略」 （令和２年~令和11
年）を改定するものとします。

1）趣旨

３）計画期間

今回の改定にあたり、計画期間を令和７年度から令和16年度の10年間とします。

２-１．給水の状況
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経営戦略（現行版）

経営戦略（改定版）

２）位置づけ

厚生労働省によって策定されている「新水道ビジョン（平成25年度）」をはじめ、
愛媛県の各種計画、本町の「内子町総合計画」「内子町上下水道耐震化計画」など
の各種計画との整合性を図ります。

 給水人口の推移  給水水量の推移

給水人口は、令和元年度から令和５年度にかけて644人（△4.5％）減少しています。
また、それに比例して給水水量も減少傾向にあります。
本町の総人口は、令和27年には令和２年よりも４割以上減少し、9000人程度にな

ることが見込まれており、収益の確保に対する課題を抱えています。

２-２．水道施設や管路の状況

24の浄水施設及び67の配水施設を有しており、人口当たりの施設数は他の自治体に
比べて多く、コストがかかりやすい構造となっています。

1）水道施設の状況

本町内の管路総延長は382,670ⅿです。また現在管路の法定耐用年数である40年
を経過した管路は81,470ⅿ（約21％）、今後10年間で112,262ⅿ（約29％）となり
ます。

２）管路の状況

２-４．組織の状況

 組織図（令和６年４月時点）

水道係の職員は５名となっており、近年大きな変動はありません。
今後も適正な人員配置を行う等、次世代への継承と専門知識・技能等の向上を図るこ

とで、体制を維持できるように努め、少数精鋭の組織運営を行ってまいります。

２-３．料金の状況

 現在の料金体系（令和６年４月時点）  料金回収率の推移

料金体系は、段階的に料金統合を行い、
現在は統一料金となっています。
また、供給単価の給水原価に対する割合

を示す指標である料金回収率は、若干上昇
傾向にあるものの、健全であるとされる
100％を下回っている状況です。



２-５．経営の状況

1）収支の推移

経常収益で経常費用をどれだけ賄うことができたのかを示す指標である経常収支
比率は、100％を超えています。ただこれは一般会計から基準外の繰入金をもらう
ことで達成しているため、基準外繰入金を減らせるような取組が必要です。

２）各種指標の類似団体比較

有収率、料金回収率、事業収益対資金残高比率は類似団体平均を上回っています。
一方で、一人当たりの企業債（借入）残高は類似団体平均より多いため、企業債の

圧縮に向けた取組が必要です。

２）目標指標一覧

 経常収支比率の推移  ３条（収益的収支）繰入金の推移

経営指標 内子町 
類似団体平

均 

数値

の見

方 

① 有収率 経営の効率性 82.35 76.04 ▲ 

② 管路更新率 老朽化の状況 0.1 0.7 ▲ 

③ 施設利用率 施設等の効率性 54.8 60.66 ▲ 

④ 料金回収率 料金の水準 94.2 84.43 ▲ 

⑤ 事業収益対資金残高比率 資金余力 261.41 66.22 ▲ 

⑥ 一人当たり企業債 債務の重さ 173.06 117.88 ▼ 

 

 主要指標の類似団体比較  レーダーチャート

５．投資財政計画

１）投資財政計画（主要項目）料金改定しない場合
R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

給水収益 245,937 231,971 227,397 222,914 218,519 214,199 209,964 205,812 201,743 197,754

受託工事収益 118 165 165 165 165 165 165 165 165 165

その他営業収益 605 721 721 721 721 721 721 721 721 721

加入金 1,227 1,323 1,297 1,271 1,245 1,220 1,196 1,172 1,149 1,126

営業収益 247,887 234,179 229,579 225,070 220,650 216,304 212,045 207,870 203,777 199,765

営業費用 378,655 367,092 377,651 387,651 390,896 395,580 398,303 416,709 420,755 424,431

営業利益 -130,768 -132,913 -148,072 -162,581 -170,246 -179,276 -186,258 -208,839 -216,978 -224,666

営業外収益 165,896 155,170 117,197 118,166 119,069 118,997 119,015 119,022 119,367 119,273

営業外費用 32,632 34,809 33,300 31,479 29,349 27,065 24,986 24,445 21,157 19,488

経常損益 2,496 -12,552 -64,175 -75,893 -80,526 -87,344 -92,228 -114,262 -118,767 -124,881

当年度純利益 2,407 -12,552 -64,175 -75,893 -80,526 -87,344 -92,228 -114,262 -118,767 -124,881

現預金残高 1,122,207 996,043 849,542 739,713 664,186 469,004 170,411 117,487 53,385 60,143

企業債残高 2,649,797 2,583,538 2,498,571 2,361,179 2,218,836 2,082,096 1,951,630 1,828,383 1,713,524 1,618,077

R5 R11 R16

(実績) (目標) (目標)

経常収支比率 （経営の健全性） 114.9% 100.0% 100.0% 経常収益÷経常費用

事業収益対資金

残高比率
（資金の余力度） 525.7% 330.0% 250.0% 現金・預金残高等の額÷事業収益

一人当たり 企業債残高÷給水人口

企業債 供給単価÷給水原価

料金回収率 （経営の効率性） 92.1% 92.5% 95.0% （経常費用-受託工事費等-長期前受金戻入）÷年間総有収水量

算　式指　標 意　味

（債務の重さ） 187千円 175千円 150千円

３．経営理念と基本方針 ４．効率化・健全化の取組

１）投資計画（目標）

有収率 80％以上

管路更新率 0.8％以上

２）財政計画（目標）

料金回収率 100％以上

1人当たり

企業債残高
150千円以下

３）取組の内容

投資面に関しては、①内子町上下水道耐震化計画に基づく防災・安全対策、
②施設・設備の合理化、③広域化、④民間のノウハウ活用の４つの視点から
取組を実施します。
また財政面に関しては、①料金改定、②企業債発行の抑制、③現有財産の

有効活用などの観点から取組を実施します。

６．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

水道ビジョン・経営戦略の推進のため、毎年度進捗管理（モニタリング）を行
います。
また、水道ビジョン・経営戦略の計画期間は令和７年度～令和16年度の10年間

ですが、５年後の令和12年度に見直し（ローリング）を行う予定です。水道ビ
ジョン・経営戦略の投資・財政計画に対する実績との乖離を検証するだけでなく、
将来予測や「収支ギャップ」の解消に向けた取り組み等についても検証し、必要
な見直しを行っていきます。また、見直しの際に評価・分析を行い、その結果を
次の水道ビジョン・経営戦略に反映させるPDCAサイクル「計画の策定（Plan）-
実施（Do）-検証（check）-見直し（Action）」を導入し、目標の達成状況や見
直した水道ビジョン・経営戦略を住民のみなさまへ公表し、更なる経営の健全化
に取り組みます。


